
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 第 1回 2022.6.5 （80名） 

「稲佐地区に暮らしていて今感じること

は？」 現状・課題を話し合いました。 
  

■ 第2回 2022.12.11 （83名） 

「やりたいこと、やるべきことを話そう！」 

私たちにできること、分野の将来像

を分野ごとに考え、発表しました。 
 

■ 第3回 2023.5.28 （73名） 

「稲佐のゆめ・ワクワクを語ろう‼」 

まちづくり計画案の確認や、地域の

将来像を考え投票しました。 
 

■ 報告会 2023.9.24 （63名） 

みんなで作った計画案のお披露目や 

やってみたい活動を 

考えました。 

のあゆみ 

  

設立準備委員会構成・賛同団体 （40団体） 
 

＜自治会＞ 稲佐校区連合自治会、稲佐本一自治会、 

稲佐町本二自治会、曙町中組自治会、曙町第一道園 

自治会、曙町第二道園自治会、弁天自治会、稗田 

自治会、光町下組自治会、渕町親和会、竹二自治会 
 

＜老人クラブ＞ 稲佐地区老人クラブ連合会、光町長寿 

会、稲佐中組永寿会、第一百竹会、第二百竹会、第三 

百竹会、道二長生会、弁天親友会 
 

＜学校・保育所・学童クラブ＞ 稲佐小学校、稲佐小学校 

育成会、淵中学校、淵中学校 PTA、㈳こどもの城結宅 

稲佐保育園、 NPO 法人ゆめみらい稲佐（学童保育 

いなさっこクラブ）、稲佐小学校区青少年育成協議会、 

稲佐小学校区子どもを守るネットワーク、長崎市子ども

会育成連合会稲佐校区 
 

＜消防団＞ 消防団第１９分団、消防団第２０分団 
 

＜福祉・医療関係＞   稲佐地区民生委員児童委員協議

会、淵地域包括支援センター、㈳致遠会サンハイツ稲佐、

高齢者ふれあいサロンスマイルいなさ 
  

＜その他事業者等＞ 稲佐商店街組合、淵神社社務所、 

長崎稲佐郵便局、長崎梁川郵便局、長崎ダイヤモンド 

スタッフ株式会社、長崎日ロ協会                                                               

稲佐小校区まちづくり協議会ってなに？ 

  稲佐地区の未来を見すえ、自治会、育成会など、地域の各種団体や、学校、事業者等の様々な

団体や組織が協力し合って、地域の課題解決に向けた取り組みを進めていく  「稲佐小校区まち

づくり協議会」 設立に向けた設立準備委員会を、2021年 12月に立ち上げました。 

 そして、協議会の活動の基本となる「まちづくり計画」の完成に向けて、これまで稲佐地区の

色々な年代、団体のかたで稲佐地区の現状や未来を話し合う場「                   」

を行ってきました。 

 

 

2023年 12月発行 

ワンハート  
みんなの心をつなぐ 

かがやく 稲佐の山と街‼ 

役割を一部ご紹介  
■大型PJ（プロジェクト）実行委員会 

稲佐全体にかかる事業を必要時に設置 

■いなさサポーター（仮） 

稲佐地区に少しでも関わりたい人、団体

が各々にあった形で協議会をサポート 

■部会 

4つの専門部会で事業等を具体化 

協議会の体制図 

  

  

  

  

  

  

まちづくり計画 

発行：稲佐小校区まちづくり協議会 

ま ち 

稲佐地区の目指す姿 

4 部会 



 

 今の課題・良いところ 分野別の目指す姿 
目指す姿を実現するために必要な取組 

稲佐地区既存の取組＜主催＞ 私たちにできること （ゆめト～クいなさで出た意見） 

生
活
環
境 

・利便性は良いが、バスの便が減って商店街が寂しい 

・買い物する場所が少ない（衣料品、専門品） 

・坂が多く休憩の場所が少ない 

・交通量が多く、あぶない所がある 

・通学路が狭く、河川のにおいが気になる 

・ネコ、イノシシ問題（繁殖、ふん尿） 

・空き家が増えている 

・ゴミ出しマナーが悪い（分別、夜にごみ捨て） 

・公園のトイレが汚い、危ない、怖い 

●ルールを守って ごみのない  

 連携のとれた 暮らしやすいまちに 

 

●子どもの声が聞こえて 若い人が 

  住みやすい活気あふれるまち 稲佐 

 

●助け合いができる地域 

           子育てしやすい地域 

・危険個所修繕等要望＜自治会＞ 

・ストップパンダシール 

・リサイクル活動＜自治会＞ 

・公園掃除＜自治会＞ 

・クリーン作戦＜連合自治会＞ 

・コミュニティバス・乗り合いタクシー 

・買い物支援（移動サービス・販売、通販） 

・企業等の椅子の寄贈を依頼、椅子の作成 

・標識を設置する（スピードを落とす等） 

・狭い通学路のスクールゾーンを検討 

・駐車場の整備、タクシーの割引等 

・地域ネコ活動（仲間を増やす、首輪お願い） 

・空き家の把握・マップ等の掲載、市と連携 

・リフォームして売る・貸す（若い人に提供） 

・空き家バンクの利用を検討する 

・ごみ分別ルールの浸透 

 （指導、分別等の大切さの理解、周知等） 
・ゴミ捨て場にセンサーライトを取りつける 
・公園やトイレ等をきれいにする 

交
流 

・住民の意見を吸い上げる仕組みを知りたい 

・人が少なくなり地域の活動ができなくなる 

・自治会加入者が減少、何をしているか分からない 

・役員のなり手がいない 

・あいさつに差がある（世代間のコミュニケーション） 

・人がつながれる場・機会が少ない 

・交流の場として公園が活用できない 

・老人会が充実している 

・幼児、小中学生と高齢者の交流が少ない 

●幅広い世代のつながりがある 

まちへ‼ 

～ゆるめな集まりの稲佐の日～ 
 
●みんなが手をつなぎ・つながるまち

稲 

●自分の得意を生かす町・稲佐 

・持久走大会＜育成協議会＞ 

・ラジオ体操＜育成協議会＞ 

・ドッジボール大会＜育成協議会＞ 

・ゲートボール＜老人会・自治会＞ 

・会食交流会＜老人クラブ＞ 

・昔遊び＜小学校・自治会＞ 

・地域内の解決したい課題を地域で共有 

・困りごと解決する仕組み作り、周知 

・幅広い年代で自治会、地域の整備に取組む 

・自治会の情報発信（公式ライン、企業の協力） 

・大人があいさつする 

・顔見知りを作る（イベント・交流会等） 

・子どもを見守ってくれる近所づきあい 

・地域団体の行事を工夫（地域を呼ぶ等） 

・三世代スポーツ大会や観戦を行う 

・地域、自治会の人の得意を活かした教室  

（そろばん、お花、絵等） 

・商店街に気軽に立ち寄れる場所をつくる 

・公民館を使いやすくし、集いの場を増やす 

・公園の有効活用（イベント、整備） 

地
域
活
性 

・行事の広報がわかりづらい 

・地域の人の巻込みが課題（コロナで行事中断） 

・商店街のシャッター増えた、 核となるものが欲しい 

・地域での行事が少ない 

・歴史や魅力がある（寺・神社・教会・外人墓地・ロープウェイ） 

・健康イベント、ウォーキングコース等の整備不十分 

・外国人との交流の場がない 

・スタジアムができても稲佐に来てもらう仕組がない 

●人のあつまるまち  

      ～観光稲佐山を活かす～ 

 

●住んでいる方が健康でいられる 

まちづくり 

 

●みんなが行きたくなる稲佐のまち 

・稲佐界隈の歴史巡り＜老人クラブ＞ 

・つつじ祭り＜稲佐景勝保存会＞ 

・もちつき大会＜育成協議会＞ 

・稲佐校区原爆犠牲者慰霊盆踊り

大会 ＜連合自治会＞ 

・ハロウィン＜学童＞ 

・広報を楽しくわかりやすくする 

・イベントカレンダーを作る 

・SNSにあげたくなるスポット作り 

・稲佐マップ(グルメ、まちの豆知識)を作る 

・地域の店と学校で名物商品を考える 

・空き店舗の活用（スタンプラリー等） 

・くんち・運動会など昔あったイベントの復活 

・イルミネーションライトアップ 

･稲佐地域ガイドの育成 

・ウォーキングイベントの実施・コース整備 

・ニュースポーツの拡大 

・稲佐山登山道の整備 

・民泊事業 

・稲佐山やVロード（仮）をSNSで発信  

・試合に合わせてみんなが集まるしかけ作り 

 （ヴェルカ、V・ファーレン共同イベント・グッズ） 

・稲佐のスターを呼んだイベント 

防
犯
・防
災 

・防災・防犯に関する情報が少ない 

・大人が地域のことに無関心 

・防犯カメラが少ない 

・街灯や照明がなく夜危ない、 不審者が多い 

・通学路での大人のたばこマナーが悪い 

・ルールを守らない人がいる（公園で飲酒、トイレの使用） 

・緊急車両が通れない道路あり、避難道路もない 

・避難所に不備がある、 防災無線が聞こえない 

・コロナで地域の活動が停滞している 

・消防団員不足による即時対応が難しい 

●安心・安全で 災害に強い稲佐 

 

●住民の息遣いを感じられるまち 

 

●地域住民のつながりが強く 

          誰もが住みよいまち 

 

●子どもを安心して育てられるまち 

・街灯要望＜自治会＞ 

・防犯パトロール＜育成協議会＞ 

・防災ひろば(訓練)＜連合自治会＞ 

・100人パトロール 
  ＜子どもを守るネットワーク＞ 

・子ども 110番の家 

・防犯連絡所 

・自主防災組織＜自治会＞ 

・火の用心パトロール＜自治会＞ 

・安心安全マップ＜自治会、育成協＞ 

・家族間で情報共有  

・自分たちの街をよく知る 

・子どもたちによる防犯・防災ポスター作成 

・大人が地域に目をくばる 

・住民同士であいさつ 

・市に要望、既設置箇所・管理の確認 

・少人数でのパトロール活動、回数増やす 

・みんなの 110番の家 

・壊れたイスや落書きをなくす 

・空地活用 

・こまめな清掃 

・学校の授業の一環等で犬・猫のフンを掃除 

・掲示板を大きくする 

・消防道路、避難道路の整備 

・誰もが防災情報を入手できる取組 

・地域のささえあい、詰め所に絵を描く等で 

消防団不足解消 

・避難訓練の実施（最適な場所へ避難） 

健
康
・福
祉 

・坂道階段が多く高齢者にとって住みにくい 

・車が入らない場所があり若者が減少、高齢者世帯が増 

・高齢者見守り対策が十分にできていない 

・ふれあいサロンのさらなる活動の検討 

・子どもたちが室内で過ごすことが多い 

・子どもが少なくなった 

・子育てしやすい（学校と地域の連携が良い） 

・公園に大人がたむろして子どもが行きにくい 

・遊ぶ場所がない、遊具が少ない 

・子どもと親が身体を動かせる機会が少ない 

●子どもから高齢者まで交流でき、 

     若者が帰って来るまちづくり 

 

 

●いろいろな世代、コミュニティで 

       交流を図ることができる 

・高齢者ふれあいサロン＜老人クラブ＞ 

・ペタンク、大会＜老人クラブ＞ 

・友愛訪問＜民生児童委協議会＞ 

・赤ちゃん訪問 

＜民生児童委協議会＞ 

・通学路点検＜学校、地域＞ 

・いなさ山カフェ 

＜包括支援センター＞ 

・お助け隊(ゴミ出し、買物、草刈、支援マップ) 

・関連団体で情報共有と協力体制構築  

・ふれあいサロンを通した仲間づくりを行う 

・挨拶運動しながら街を歩く！ 

・小学校の行事と地域の行事のタイアップ 

・子どもが素直に意見を言える機会を作る 

・子どもが冒険し、さらけるまちづくり 

・V・ファーレン、ヴェルカ選手との交流、教室 

・年代に合わせた遊具・運動器具 

・昼間の飲酒を控えてもらうようお願いする 

・公園を広く、ボール遊びができる環境作り 

・自由に体を動かすイベント 

・安心して外遊びできる（泣く、喚く、転がる等） 

・緑が多く癒される、休憩できる公園づくり 

・全世代が楽しめる公園づくり（露店、バザー） 

 


